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信松院 松姫の墓（台町） 

http://homepage3.nifty.com/yasu1120/hatigoren.html/ 

 

高校の同期会 連続３８８ヶ月開催 

            －囲碁部は合宿に１６名参加、１２段誕生も－ 

                              台町囲碁同好会 会長 高本 衛  

 高校を卒業したのが昭和34年、それから20数年経った昭和50年代後半に、一部の有志が始めた同期会が

１回も休まず連続388ヶ月（32年余り）も開催し続けています。歴代の幹事が情熱をもって携わってきた賜

で、来年の10月には400回記念を迎えることになります。 

 さて、同期会には，ゴルフ、囲碁、料理、ハイキング等のサークルがあり、それぞれ個別に活動していま

す。我が囲碁部は、六本木にワンルームマンションを所有している同期生の好意で、同期会（午後６時～）

の開催前に昼過ぎから対局を始めています。７～８年前に参加者が増えてきたことから、春と秋に新宿の碁

会所で大会を行うようになり、70歳を超えた４年前からは秋には湯河原の娯楽民宿「杉の宿」で合宿するま

でに発展し、参加者も16名にまで増加しました。 

 通常の対局は点数制ですが、年２回の大会では優勝者は無条件で昇段しますが、この規定だと上位者がド

ンドン昇段することが私には分かっていたので反対しましたが、いくら師範（私のこと）でも10段は無理で

しょうとのことで押し切られてしまった。しかし、ほんの５年位で私が７段から10段にまで昇段してしまっ

た。 

 そこで、偶然ではあるが私の小学校の同級生（１年から４年）で強いのがいることを知っていたので、本

人は乗り気ではなかったのを口説いて仲間入りしてもらった。彼は全国大会の東京都代表に数回なったほど

の実力者ですが、他のメンバーにはその強さが分からず、取りあえず10段から始めたけれど、昨年、今年と

２年連続優勝して12段に昇段した。これでもハンデのバランスはとれているのです。 

  

八王子囲碁連盟の目的 
八碁連は、八王子市内に居住する囲碁愛

好者が、囲碁を通じて親睦を図り、かつ、

健康を維持できるよう機会を提供し、福祉

の増進に寄与するとともに、棋力の向上を

図ることを目的とする。 
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ところで、囲碁のハンデは通常１段差１子で、１段差定先、２段差２子、３段差３子というのは一見合理

的のように見えますが、置き石１子はコミに換算すると13目ほどと見なされていることを勘案すると、実は、

定先は互先のコミ６目半分の半子差、２段差は１子半差、３段差は２子半差ということになります。このハ

ンデの「からくり」が下手には不利になっているのです。実際に置き碁の場合、上手の勝率が良いことでお

分かりいただけると思います。 

 したがって、ハンデ戦の大会では上位者が有利となり、下位者が優勝することはかなり難しいことなので

す。また、巷の碁会所等での手合割りの基となっている段位のインフレを招いているのもこのからくりによ

るところが大きいのです。この不合理を是正するために点数制を採用しているところが増えているのも頷け

ますが、この制度にもそれなりの欠点はありますので、検討し直す価値は十分あると思います。提案材料は

たくさん持ち合わせていますので、よろしかったら試みてみませんか。 
 
 
 
 

第１６回棋聖大賞囲碁大会のご案内 

開催日  平成２７年1月１８日(日)  午前９時10分受付開始 

場 所  東淺川保健福祉センター  

参加者  八碁連相談役、技術顧問、指導員、特別任務委嘱者、研修部事務長 

     地区同好会会長ほか１名、７段以上の会員、理事 

連 絡  参加該当者には、別途案内を差し上げます。  

 

 

 

１２月の活きいき囲碁大会（１１月号掲載） 

台町大会     １２月 １４日（日）   申込期限 １１月３０日 

 

 

第６４回 八王子市民文化祭囲碁大会の結果 

 八王子市民文化祭囲碁大会が１１月３日（土）、八王子市・市民活動推進部長をお迎えして行われました。 

  
入 賞 者 参加者数合計１４９名 一般 ６９名   会員 ８０名 

Ｓ組 

優勝   大須賀敏泰  段（一般） 
７段以上＆希望者   

互先    １６名 
 ６名  １０名 準優勝  石田 繁行  ８段（一般） 

三位   三島 敏明 ７段（浅川） 
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Ａ組 

優勝  青山  格 ６段（大和田） 

６段    １６名  ２名  １４名 準優勝 柴沼  裕  ６段（一般） 

三位  佐藤 義広 ６段（北野） 

Ｂ組 

優勝  菱山  廣５段→６段（一般） 

５段    １８名   ９名   ９名 準優勝 佐野太久也 ５段（一般） 

三位  向井 克彦 ５段（南大沢） 

Ｃ組 

優勝  佐藤 英夫 ３段→４段（一般）  

３段～４段 ２３名 

 

 １２名  １１名 準優勝 高井 哲夫 ４段（一般） 

三位  野沢 市郎 ４段（恩方） 

 

Ｄ組 

 

優勝  竹内俊晶 ２段→３段（一般） 

準優勝 秋山 一雄 初段（長房） 

三位  小池 英一 ２段（浅川） 

 

初段～２段  ３２名 

 

 

 １３名 

 

 

  １９名 

 

 

Ｅ組 

 

優勝  小俣 明二 １級→初段（一般） 

準優勝 室賀 洪輝 ２級（一般） 

三位  東  征矢 １級（一般） 

 

３級～１級  ２０名 

 

 

 １０名 

 

 １０名 

 

F組 

 

優勝 酒井 正義 １２級→１１級（一般） 

準優勝 北原 雅幸 ４級（一般） 

三位  佐藤優太郎 ６級（一般） 

 

 ４級以下   ２４名 

 

 

 １７名 

 

  ７名 

 

 

 
 

さあ、次はどこに打とうか              アタリされ、おじいちゃん弱った！ 
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第２５回 八碁連囲碁大会（3段以上）の結果   

 

八碁連囲碁大会３段以上の部が１１月１６日に行われ、当日下記１０名の方が高齢表彰されました。 

〈高齢表彰者〉 

  浅川  神宮寺敏郎（７段）   浅川  高橋 明善（７段）   恩方  徳光 英世（５段） 

  中野  磯部 信広（６段）   大和田 大橋 利行（５段）   北野  古賀 照也（６段） 

  北野  刀根 正樹（４段）   北野  平田 弘一（３段）   長房  布施  馨（３段） 

  南大沢 藤原 靖隆（４段） 

 

〈大会の結果〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○訂正とお詫び 

 １０月号記載の級位認定大会の結果に一部誤りがありました。訂正をお願いします 

     「Ａクラス  ３勝１敗 伊藤保江（大和田） ２級→１級」とありますが、本人からの 

申し出で「１勝３敗 伊藤保江（長房） ２級」ということです。 

昇級者のみ記載しましたので削除をお願いします。誤記載をお詫びします。 

 

投稿 

 旅と芭蕉そして囲碁              北野囲碁同好会  刀根正樹 

『冬の道 老夫婦行く 旅姿』 

 傘寿を迎えたこの秋の夜には、旅の夢をよく見た。若い頃は旅をきままに楽しんでいた。心躍るあでやか 

な風景、土地の人々との熱き交流、なつかしい碁友との出合い。それらの思い出は星座となり、夢の中によ

みがえる。 

 私の旅心は、まず父がはぐくんだ。『人生は旅行な り』という奇妙な人生訓を日々口にして、転勤や転職

をとめどなく繰返し、国内各地をめぐった。はてはブラジルのリオにも行き、得意顔をした。 

参加者（６８名） 優 勝 準優勝 第3位 

Ａ組（６段～８段）  

２０名 

信江 峻 ７段／由木 山本数英 ６段／川口 高本 衛 ８段／台町 

Ｂ組（５段～６段） 

２２名 

安原 明 ５段／北野 

→６段に昇段 

斎藤 健 ６段／恩方 高索信幸 6段／浅川 

Ｃ組（３段～５段） 

２６名 

永友成征 ４段／北野 

→５段に昇格 

成田 滋３段／大和田  小山忠孝 ５段／元八 
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 私が結婚して八王子の絹ヶ丘に家を建てた日、父は祝福はせずに説教をした『人間家を持てばその土地に

しがみつき、人生のチャンスを取り逃がす』とにらんだ。医師の伯父は杉並阿佐ヶ谷の屋敷で豊かで幸せな

生涯を送っていたが、父は馬鹿にした。『彼は広い世界を知らぬ農耕民族さ』と冷笑した。 

 私は３０歳の夏に『詰碁奥の細道』という橋本宇太郎本因坊の本を入手した。詰碁は難解であったが、芭

蕉の句や散文が随所にちりばめられて、私にうずくような旅情を与えた。冒頭文を今も暗記している。『月日

は百代の過客にして、行きかう年もまた旅人なり。舟の上に生涯を浮かべ、馬の口とらへて老いを向ふる者

は、日々旅にして旅をすみかとす。古人も多く旅に死せるあり』 

 老いの悲しみを知った私は今、父の生涯を静かに思い浮かべる。『父は狩猟民族であった』としみじみ思う。

秋田のマタギ族は白神山地をさすらい、熊や鹿を狩る。父は旅を好んだが、芭蕉のような風雅や数奇の旅心

を理解しなかった。芭蕉は風雅な漂泊を旅し、数奇な乞食として生涯を送ったが、父は広い社宅に住み、出

世と酒とマージャンに熱中していた。 

 傘寿翁と化した私は、相も変わらず北野の碁楽連会に出席する。碁を打ちながら、ふと芭蕉の句をつぶや

く。『夏草やつわものどもが夢のあと』碁盤の 

上を奥の細道の風景が流れて行く。『雲の峰いくつ崩れて月の山』『五月雨を集めて早し最上川』碁石を並べ

つつ、私は旅情にひたっている。そして芭蕉のような人生の旅の終末を迎えるのも面白かろうと思う。 

『旅に病んで 夢は枯野をかけめぐる』芭蕉の絶筆『野ざらし紀行』の最後の句がこれである。旅や人生の

妄執があふれる句ではあるが、どこか囲碁に通じるものが感じられる。野ざらしとはドクロ、シャレコウベ

のこと。ホームレス老人の死の姿ではある。 

『おや、父上が歩いている』碁敵の要石がふらふらと徘徊者のように漂泊している。芭蕉は５１歳で死ぬが、

まだ惚けていなかった。父は９０歳の晩年に徘徊を繰返し、母を悩ませていた。旅も徘徊も本質は同じもの

かと考えながら、私は碁敵の徘徊する石に介護者のように寄りそいながら、介錯人の心で仕留めたが、私の

石自体も海蛇のような奇怪な形をしていた。 

『むざんやな 父の姿の石は死に』 

『行き行きて 倒れ伏すとも 萩の原』 

 燃えるような冬の夕陽を浴びて帰宅すると、妻が冷たい表情で出迎えた。『鉄砲玉のようなあなたでも、感

心に必ず帰ってくるわね』『そりゃそうさ。この家は私の命綱だもの』と返答し、私は苦笑した。妻の長い調

教でいつの間にか農耕民族と化した自分に気がついたのである。 

『碁に敗けて 日はあかあかと 枯野染め』 

『おお枯野 歌え野ざらし 囲碁の夢』 

『冬の旅 奥の細道 傘寿の碁』 
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◎第９回八碁連理事会 

日時  平成２６年１０月２５日（火）９：００～１２：００    

出席者 理事６名 

議案  1．報告事項 

     ・元八、中野、大和田、長房、川口の同好会で数名の会員増あり 

     ・前期会費未納入、３か所あり。後期会費納入に合せ納入を依頼 

   ２．市民大会、八碁連大会実施要領の確認 

   ３．囲碁愛好家調査の今後の進め方につて 

    ・八碁連規約では会員数１５名以上などの制約があり会員勧誘が難しい。そのため 

人数制限等条件を緩和して勧誘することを会長会に諮ることになった。 

会長会開催予定１１月２１日 

   ４．その他 

 

○訂正 

１１月号記載の「◎第９回八碁連理事会」は誤りで第８回でした。 

訂正をお願いします 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記  

・誤記訂正が複数ありすみません。 

・市民文化祭囲碁大会の参加者が昨年の１１１名から１４９名に増加しました。増えた人数の  

約３分の２が会員参加数の増加です。各会長さんの協力に感謝します。 

・八碁連大会（３段以上）は昨年に続き銀杏祭りと重なりました。多摩御陵入口の駐車場が使用

できずご不便をかけたと思います。来年はなにか方策を考える必要があります。 

 ・大会結果を八碁連だよりに記載するにあたり名簿で姓名等を確認しますが、名簿に記載されて

ない方が数名おられました。新会員になられた方の登録は出来るだけ早くお願いします。 

 

 

 


